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                                2025 年 4 月 2 日 

   株式会社ハルメク・エイジマーケティング 

 

 

 

 

 

 

女性誌販売部数 No.1（※1）雑誌「ハルメク」などのマーケティングやリサーチのコンサルティングを通

じて、50 代以上のインサイトを日々探求する、ハルメク 生きかた上手研究所は、50～83 歳のハルトモ

の女性 581 名を対象に「ペットに関する調査」を WEB アンケートにて実施しました。 

（※1）日本 ABC 協会発行社レポート(2024 年 1 月～6 月) 

 

【調査背景】 

ハルメク 生きかた上手研究所は、シニアのインサイトについて調査・分析を行っています。近年、獣

医療やペットフードの発展でペットの寿命も伸びてきていると言われています。ペットの高齢化も進む

中、シニア女性はペットの飼育に対してどのような意識を持っているのかを明らかにするため、「ペッ

トに関する調査」を実施いたしました。 

 

【調査概要】 

調査方法：WEB アンケート  

調査対象・有効回答者数：50～83 歳の全国のハルトモ（ハルメクのモニター組織）の女性・581 名 

   （平均年齢：65.8 歳、うち、犬猫飼育者 65.2 歳） 

調査実施日：2025 年 2 月 13 日（木）～2 月 17 日（月）  

      前回調査：2022 年 7 月 15 日（金）～7 月 19 日（火） 

調査主体：株式会社ハルメク･エイジマーケティング  ハルメク 生きかた上手研究所 

※調査結果のパーセンテージは、小数点以下第 2 位を四捨五入したため、総数と内訳の合計が一致しな

いことがあります。 

※本リリース内容を掲載いただく際は、出典「ハルメク 生きかた上手研究所調べ」と明記をお願いい

たします。 

※調査主体の「ハルメク 生きかた上手研究所」所長への取材、コメント提供も可能です。  

【ペットに関する調査 2025】 

犬や猫との生活はシニア女性の幸福度向上に貢献していることが明らかに。 

犬猫にかかる費用は月平均 17,985 円で 

犬は「お手入れや医療費」、猫は「食・フード」にお金がかっている。 

 

NEWS RELEASE 

【 調査結果のポイント 】 
 

 ■シニア女性のペットの飼育率は 26.7％。犬猫いずれかの飼育率は 16.4％ 

前回調査からややダウントレンド。 

 

■犬猫飼育者の幸福度は非飼育者よりも高く、ペットを「愛おしい」と思う割合は 95.8％
と前回から約 9 ポイント増加。 

 

■犬猫にかかる費用は月平均 17,985 円（犬 20,603 円、猫 13,980 円）。 

ペットの年齢に合わせて食事を変えている人が約 6 割。 
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シニア女性のペットの飼育率は 26.7％。犬猫いずれかの飼育率は 16.4％。 
前回調査からややダウントレンド。 

 

・ペット飼育者は 26.7％、犬猫いずれかの飼育率は 16.4％（犬 8.4％、猫 8.6％）。前回調査では、ペッ

ト飼育者 29.0％、犬猫いずれか 17.4％（犬 9.3％、猫 8.9％）と、大きな変化はないもののややダウ

ントレンド。 

・飼育しているペットの種類は、魚が最も高く 9.1％。 

・飼育している犬猫の平均年齢は、犬が 9.45 歳、猫が 9.83 歳。ペットの健康状態について「健康であ

る TOP2」（「健康である」＋「まあ健康である」計）と答えた割合は、犬に対しては 85.7％、猫に対

しては 90.0％とどちらも 8 割を超えている。 

・犬猫飼育者のペットの飼育経験年数は「11 年以上」が 68.4％を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

注：平均年齢、健康状態は今回調査結果。健康状態は 5 段階で聴取した選択肢のうち、「健康である」「まあ健康である」の合計値。 

注：犬猫それぞれ複数飼育している場合は、最も年齢の高いものを回答。 

■ペットの飼育率（50～83 歳の女性：581 名（単一回答）） 

■飼育しているペットの種類（50～83 歳の女性：581 名（複数回答）） 

平均年齢（歳）

犬 9.45

猫 9.83

健康状態（TOP2）

犬 85.7%

猫 90.0%

全体  (n=95) 6.3 9.5 11.6 68.4 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2年以内 3年～5年前 5年～10年前 11年以上前 自分がメインで世話をしていない

■ペットの飼育経験年数 
（50～83 歳の女性のうち犬猫飼育者：95 名（単一回答）） 

2025年  (n=581)

2022年  (n=551)

26.7

29.0

16.4

17.4

ペットの飼育率 犬または猫の飼育率
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犬猫飼育者の幸福度は非飼育者よりも高い。 
 

・犬猫飼育者の幸福度は 8.14 ポイントと、非飼育者に比べて 0.38 ポイント高い。 

・ペット飼育者がペットと暮らして良かったと思うことは、「癒される」、「自分が健康でいようと思う

理由になる」、「家族との会話が増える」、「ペットを通して友だちができる」などの意見が挙がる。 

・ペットとの暮らしに関する願望では、「健康で長生きしてほしい」、「自分も健康でありたい」、「ずっ

と一緒に居たい」などが挙がる。 

 

 

 

 

 

・パートナーとぎくしゃくしたときなどに間を取り持ってくれた。いなかったら別れていたのかもしれ

ないと思う。毎日元気でお世話したいので、自分の健康にも気をつかうようになった。（58 歳 猫飼

育者） 

・癒される。自分が健康でいようと思う理由になっている。（62 歳 犬飼育者） 

・生活が楽しい！自分たちが健康でないと飼育できないという責任感を持てる。励みでしょうか。（74

歳 猫飼育者） 

・人生が幸せで満たされています。（56 歳 犬飼育者） 

・全く知人のいない土地に引っ越して来たが、犬の散歩を通じて知り合いが増えた。夫とも犬の話題で

会話が弾む。（65 歳 犬飼育者） 

 

 

・今と同じです。猫達も、自分たちも、穏やかに、健康に過ごしたいです。（53 歳 猫飼育者） 

・今のままお互い健康な状態が続くよう気をつけて仲良く暮らしたい。（54 歳 猫飼育者） 

・今年で 10 歳になる我が家の犬の健康に気をつけて長生きしてもらいたいなぁ。（61 歳 犬飼育者） 

・老犬になってきたので、健康で長生きしてもらい、できるだけ長く一緒に暮らしたい。（62 歳 犬飼

育者） 

・自分が健康で、最後迄、ペットの面倒を見て、延命治療等はせず、自然に任せて見届けたい。（62 歳 

猫飼育者） 

・ペットの散歩をすることで自分も健康になりたい。（66 歳 犬飼育者） 

  

注：幸福度は「0 点」～「10 点」の 11 段階で聴取。平均点を集計。 

TOTAL  (n=581)

犬・猫を飼育  (n=95)

犬・猫を飼育していない  (n=486)

7.82

8.14

7.76

■幸福度×犬猫飼育有無（50～83 歳の女性：581 名（単一回答）） 

■ペットと暮らして良かったと思うこと（自由回答抜粋） 

■これからのペットとの暮らしに関する願望（自由回答抜粋） 
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犬猫にかかる費用は月平均 17,985 円（犬 20,603 円、猫 13,980 円）。 
「ペットの年齢に合わせて食事を変えている」割合は約 6 割。 

ペットの食事に気を使っている割合は、前回から 2.8 ポイント増加 
 

・犬猫にかかる費用は月平均 17,985 円（犬 20,603 円、猫 13,980 円）。 

犬は「お手入れ」や「医療費」、猫は「食・フード」が高い。 

・犬猫の食事に関する意識では「年齢に合わせて食事を変えている」が 58.9％と最も高く、次いで「人

間の食べ物を与えないようにしている」56.8％、「餌を与えすぎないようにしている」41.1％と続く。 

・犬猫の食事で与えているものは、「ソフトドライフード・セミモイストフード」の割合が 18.9％と前

回から 5.4 ポイント増加。 

・ペットの飼育に関する価値観では、「食事には気を使っている」が前回から 2.8 ポイント増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注：金額は犬猫ごとに聴取。「犬にかかる費用」は犬飼育者、「猫にかかる費用」は猫飼育者に聴取。 

注：「全体」は集計で犬猫の金額を合算し、平均値化している。 

注：「0 円」回答者も母数に含めて平均値を算出。犬または猫を複数飼育の場合は、合計の金額を回答。 
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■月あたり犬猫にかかる費用 
（50～83 歳の女性のうち犬猫飼育者：95 名（項目ごとに数値回答）） 

■犬猫の食事について意識していること 
（50～83 歳の女性のうち犬猫飼育者：95 名（複数回答）） 

注：犬猫ごとに聴取し、集計で合算。 

金額（円）

全体 ペットの食・フー

ド

ペット用品（飼

育用品・洋服

など）

ペットのお手入

れ（シャン

プー、カット、トリ

ミングなど）

ペットの医療費

（病院代、保

険代など）

犬・猫がモチー

フの自分用の

グッズ

合計

全体 (95) 7,304 2,158 2,668 4,886 968 17,985

犬にかかる費用 (49) 6,700 1,969 4,785 6,251 898 20,603

猫にかかる費用 (50) 7,312 2,170 380 3,158 960 13,980
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・1 頭は糖尿病なので、その子は症状が進まないような食事にしている。（64 歳 猫飼育者） 

・人間も食べられるような添加物のない物を与えている。（67 歳 犬飼育者） 

・病院からの指導のもと食事を与えている。（56 歳 犬飼育者） 
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2022年 (96) 94.8 43.8 13.5 16.7 3.1 4.2 2.1
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■犬猫の食事で主に与えているもの 
（50～83 歳の女性のうち犬猫飼育者：95 名（複数回答）） 

■ペットの飼育に関する価値観 
（50～83 歳の女性のうち犬猫飼育者：95 名（複数回答）） 

注：前回調査は犬猫まとめて聴取。今回調査では犬猫ごとに聴取し、集計で合算している。 

■犬猫の食事について意識していることその他（自由回答抜粋） 
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ペットを「愛おしい」と思う割合は前回から約 9 ポイント増加。 
 

・ペットに関する困りごとでは、犬は「病気・ケガ」「臭い」、猫は「肥満、太り気味」などが多いこと

が特徴のひとつ。 

・ペットを愛おしいと思う TOP2（「とても愛おしい」＋「愛おしい」計）は 95.8％と、前回から 9.3 ポ

イント増加。 

 

 

 

 

 

 

 

注：「犬」は犬飼育者、「猫」は猫飼育者に聴取。 

 

2025年  (n=95)

2022年  (n=96)
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犬 (49) 55.1 32.7 26.5 22.4 20.4 16.3 16.3 12.2 12.2 12.2 10.2 8.2 4.1 4.1 2.0 8.2

猫 (50) 62.0 28.0 12.0 10.0 4.0 16.0 12.0 12.0 28.0 0.0 6.0 14.0 2.0 6.0 6.0 16.0
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■ペットに関する困りごと 
（50～83 歳の女性のうち犬猫飼育者：95 名（複数回答）） 

■ペットへの愛情度 
（50～83 歳の女性のうち犬猫飼育者：95 名（単一回答）） 

注：3％未満の値は非表示 
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【専門家の見解】 

ハルメク 生きかた上手研究所 所長 梅津 順江（うめづ ゆきえ） 

2016 年 3 月から現職。主に年間約 900 人のシニアを対象にインタビュー

や取材、ワークショップを実施 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

■女性誌販売部数 No.1！ 50 代からの生きかた・暮らしかた応援雑誌「ハルメク」 

50 代からの女性が前向きに明るく生きるための価値ある情報をお届けしています。健康、料理、おしゃれ、

お金、著名人のインタビューなど、幅広い情報が満載です。 また、雑誌「ハルメク」の定期購読者には、本誌

とともに提供するカタログと、オンラインでの通信販売を行っています。販売している商材は、ファッション・

インナー・コスメ・美容・健康など多岐にわたり、独自のシンクタンクである「ハルメク 生きかた上手研究

所」を通じて利用者の声を徹底的に調査、反映した商品開発で、多くの女性から支持を得ています。 
 

■ハルメク 生きかた上手研究所のシニアリサーチデータは、「ハルメク シニアマーケティング LAB」

で掲載しています。 
「ハルメク シニアマーケティング LAB」は、ハルメク世代（シニア）を顧客とする企業にとって有益な情報

をお届けしている情報サイトです。ハルメクグループが提供する定期購読誌や通販等を通じて得たマーケティン

グデータや記事、シンクタンク「ハルメク 生きかた上手研究所」の調査レポートなど豊富な情報が満載です。 

 

老老家族に備えた「ペットの健康予防消費」に注目 

何らかのペットを飼っている 50 代以上女性の割合は 26.7％、犬猫の飼育率は 16.4％（犬 8.4％、猫

8.6％）でした。2022 年 7 月調査では、全体 29.0％、犬猫 17.4％（犬 9.3％、猫 8.9％）でしたので、大

きな変化はないものの、ややダウントレンド。一般社団法人ペットフード協会が昨年末に公表した「2024

年全国犬猫飼育実態調査」では、犬の飼育率 8.76％、猫 8.61％（前々年：犬 9.69％、猫 8.63％）です。

傾向や構造は、全世帯平均とシニア世代とでほぼ変わりません。 

平均年齢は、犬が 9.45 歳、猫が 9.83 歳でした。環境省「飼い主のためのペットフード・ガイドライン

（2018 年）」を見ると、10 歳≒56 歳とあります。8 割以上（犬：85.7%、猫：90.0％）が「ペットは健康」

と回答していますが、健康が気になり始める還暦手前といったところでしょうか。 

犬猫にかかる費用は月平均 17,985 円（犬 20,603 円、猫 13,980 円）でした。犬は「お手入れや医療費」、

猫は「食・フード」にお金がかかるようです。ペットの食事に関する意識では「年齢に合わせて食事を変

えている」「人間の食べ物を与えないようにしている」が 6 割近くおり、「ソフトドライフード・セミモイ

ストフード」の割合が前回から 5.4 ポイント増えています。「食事には気を使っている」割合も 2.8 ポイ

ント増加。犬は「病気やケガ」「臭い」、猫は「肥満」への困りごともあり、「糖尿病なので、症状が進まな

いような食事にしている」という自由記述もありました。ペットの老後に向けた備え消費として「健康に

配慮された高齢者ペット向けフード」のニーズは今後も高まりそうです。 

「愛おしい」と回答したペット飼育者の割合が 9.3 ポイントアップしました。また、犬猫非飼育者より

飼育者の方が幸福度も高いです。平均 65.2 歳の犬猫飼育者のペットの飼育経験年数は「11 年以上」が 7

割近くいます。「10 歳になる我が犬の健康に気をつけて長生きしてほしい」「老犬になってきたので健康

で長生きしてできるだけ長く一緒に暮らしたい」とペットの健康寿命を願う記述もありました。ペットも

家族の一員。自分もペットも長寿化する中、健康（特に食）予防消費から目が離せません。 
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